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法
学
部
市
民
公
開
講
座
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

講
座
の
趣
旨

現
代
社
会
に
お
け
る
公
共
放
送
の
重
要
性
を
疑
う
者
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、「
事
業
仕
分
け
」
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
国
民
は
ま
す
ま
す
「
費
用

対

効
果
」
に
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
ま
た
、
み
ず
か
ら
積
極
的
に
そ
の
存
在
意
義
を
論
証
し
な

け
れ
ば
、
視
聴
者
か
ら
の
支
持
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
視
聴
者
の
支
持
の
一
端
は
「
受
信
料
」
を
め
ぐ
る
問
題
と
な
っ
て
現
わ
れ
ま
す
。
一

昨
年（
二
〇
一
〇
）か
ら
今
年
に
か
け
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
支
払
い
拒
否
を
、
一
定
の
場
合
に
正
当
化
す
る
裁
判
例
が
全
国
で
登
場
し
て
き
ま
し
た
。

争
点
自
体
は
民
法
の
解
釈
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
「
受
信
料
」
裁
判
を
契
機
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
公
共
性
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
ち
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

本
特
集
の
内
容

以
上
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
、
法
学
部
市
民
公
開
講
座
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
特
集
は
、
当
日
の
講
演
を
論
文
形
式
で
再
現
す
る

も
の
で
す
。
本
特
集
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
中
村
誠
也
弁
護
士
（
北
海
学
園
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
実
務
家
教
授
）
の
論
文
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
を
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
」
に
設
定

し
た
の
は
、
中
村
教
授
が
「
受
信
料
」
訴
訟
に
携
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
期
待
通
り
、
法
実
務
の
話
が
満
載
で
す
。
つ
ぎ
に
内
山
敏
和
准
教
授
（
法

学
部
・
民
法
）
で
す
。
受
信
料
契
約
を
消
費
者
契
約
と
見
立
て
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
条
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

韓
永
学
教
授
（
法
学
部
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
）
が
続
き
ま
す
。
論
文
の
内
容
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
い
う
仕
組
み
の
紹
介
か
ら
外
国
と
の
比
較
に
ま
で
及
ん

で
い
ま
す
。
最
後
に
、
樽
見
弘
紀
教
授
（
法
学
部
・
公
共
政
策
論
）
は
ア
メ
リ
カ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
自
由
な
競
争
環
境
の
中
で
、
視
聴
者
が
放
送
局
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を
自
由
に
選
ぶ
仕
組
み
が
望
ま
し
い
旨
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
、「
受
信
料
訴
訟
」
の
一
方
当
事
者
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
様
に
も
講
座
に
ご
登
壇
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
裁
判
の

お
話
し
は
法
廷
で
主
張
す
る
と
の
こ
と
で
、
残
念
な
が
ら
ご
登
壇
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
、
公
開
講
座
で
の
講
演
者（
論
文
寄
稿
者
）の
皆
さ
ま
、
裏
方
の
事
務
の
皆
さ
ま
、
な
に
よ
り
講
座
に
参
加
頂
い
た
学
生
、
市
民
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、「
講
座
」
後
半
に
講
演
者
と
講
座
参
加
者
の
皆
さ
ま
と
の
間
で
行
わ
れ
た
質
疑

応
答
部
分
は
、
ス
ペ
ー
ス
と
時
間
等
の
制
約
を
理
由
に
、
残
念
な
が
ら
、
割
愛
し
ま
し
た
。
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